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太陽圏の宇宙線輸送シミュレーションによる数年先の予測値（赤） 
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データの流れ 



生データ 

宇宙線計数、気温気圧データの切出し 

専用スクリプト 

QLデータ公開、グラフ表示 

昭和基地 信州大データ収集サーバー 

10分値、気圧補正 

１時間に一回 

（自動） 

目標：約半年で、 手動（現在）を自動へ。 



オウル大学の場合 











Mount 

NM & MD           コンテナ2基内に設置  
 

NM: 3 Tubes/Container, Total 6 tubes 

MD: 4 layers  

     x:10cmΦ×100cm 20 tubes/layer 

  y:10cmΦ×200cm  10 tubes/layer 
 

 

南極昭和基地での宇宙線観測計画 

NM 

MD 
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Location of  the Syowa CR observatory 

Google Earth 
290.04° 

N 
緯度 -69度00分29.2934秒 

経度  39度35分23.8185秒 

標高 24.7 m 
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観測データ 

気圧補正済み 
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